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日
本
人
の
お
墓
の
本
質

       
を
学
ぶ『
翼
塾
』設
立

「
奈
良
県
石
造
美
術
現
地
研
修
」
開
催

　

弊
紙
連
載
『
お
し
え
て
お

墓
の
話 

石
造
美
術
オ
タ
ク

の
ひ
と
り
言
』
で
お
馴
染
み

の
高
橋
晋
也
氏
（
44
歳
）
を

中
心
に
『
翼
塾
』
が
設
立
さ

れ
、
去
る
４
月
18
・
19
日
の

二
日
間
、
初
の
事
業
と
な
る

「
奈
良
県
石
造
美
術
現
地
研

修
」
が
開
催
さ
れ
た
。
高
橋

氏
は
香
川
県
高
松
市
庵
治
産

地
に
あ
る
石
材
卸
商
社
で
あ

り
石
材
メ
ー
カ
ー
の
㈲
翼
石

材
（
青
木
秀
敏
社
長
）
に
在

籍
。
自
ら
を
石
造
物
オ
タ
ク

と
称
す
る
ほ
ど
石
造
美
術
を

こ
よ
な
く
愛
し
て
お
り
、
そ

の
想
い
を
具
現
化
・
製
品
化

し
た
『
世
伝
石
塔
』
シ
リ
ー

ズ
な
ど
様
々
な
こ
だ
わ
り
石

塔
を
開
発
・
卸
販
売
し
て
い

る
。

　

翼
塾
を
立
ち
上
げ
た
目
的

に
つ
い
て
、
高
橋
氏
は
次
の

よ
う
に
話
し
て
い
る
。

　
「
ほ
ん
の
少
し
前
ま
で
は

当
た
り
前
の
よ
う
に
日
本
人

が
信
仰
し
て
き
た
『
先
祖
祭

祀
』
や
『
先
祖
供
養
』
を
改

め
て
見
つ
め
直
し
、
一
人
で

も
多
く
の
人
に
『
日
本
人
の

お
墓
の
本
質
』
を
伝
え
て
い

く
た
め
の
知
識
を
身
に
つ
け

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立

い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
知
識

を
お
施
主
様
が
満
足
す
る
だ

け
で
な
く
、
そ
の
満
足
を
超

え
て
感
動
で
き
る
お
墓
づ
く

り
に
も
繋
が
る
よ
う
に
と
活

動
し
て
い
き
ま
す
。

　

翼
塾
に
は
代
表
は
お
り
ま

せ
ん
。
塾
の
メ
ン
バ
ー
全
て

が
主
人
公
で
あ
り
、
間
違
っ

て
も
私
は
先
生
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
メ
ン
バ
ー
の
一
人
と

し
て
、
全
員
で
勉
強
し
て
、

知
識
と
見
聞
を
広
め
、
さ
ら

に
活
発
な
意
見
交
換
・
情
報

を
共
有
し
、
感
動
を
生
む
お

墓
づ
く
り
に
繋
げ
る
こ
と

で
、
石
材
店
と
し
て
生
き

残
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」。

　
「
奈
良
県
石
造
美
術
現
地

研
修
」
で
は
２
日
間
で
11
カ

寺
（
興
山
住
生
院
、竹
林
寺
、

興
融
寺
、
円
福
寺
、
石
仏
寺
、

石
福
寺
、
宝
幢
寺
、
千
光
寺
、

法
隆
寺
、
浄
念
寺
、
額
安
寺
）

を
回
る
と
い
う
少
し
ハ
ー
ド

な
内
容
だ
っ
た
が
、
北
は
東

北
か
ら
南
は
九
州
ま
で
10
名

の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
。
高
橋

氏
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
質

問
も
活
発
に
出
て
お
り
、
キ

ラ
キ
ラ
し
た
目
で
石
造
物
に

見
入
っ
て
い
た
姿
が
印
象
的

で
も
あ
っ
た
。
夜
の
懇
親
会

で
も
様
々
な
意
見
・
情
報
交

換
も
な
さ
れ
て
お
り
、
奈
良

の
夜
を
満
喫
し
た
。

※
『
世
伝
石
塔
』
シ
リ
ー
ズ

に
つ
い
て
は
弊
紙
平
成
29
年

10
月
25
日
号
５
頁
に
詳
し
く

掲
載
し
て
い
ま
す
。
弊
社

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
読
者

ペ
ー
ジ
に
入
り
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス

ワ
ー
ド
を
入
力
し
閲
覧
し
て

く
だ
さ
い
。

　

高
橋
氏
が
企
画
・
製
作
、

㈲
翼
石
材
が
販
売
し
て
い
る

石
塔
Ｔ
シ
ャ
ツ
・
石
塔
和
三

盆
の
新
作
が
、
今
年
の
庵
治

ス
ト
ー
ン
フ
ェ
ア
同
社
ブ
ー

ス
で
発
表
・
販
売
さ
れ
た
。

今
回
の
石
塔
Ｔ
シ
ャ
ツ
は
現

物
の
実
測
図
を
も
と
に
拓
本

風
に
中
世
の
石
造
物
が
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
て
い
る
。
石
塔
Ｔ

シ
ャ
ツ
に
は
社
名
は
一
切

入
っ
て
い
な
い
の
で
、
石
造

物
の
ア
ピ
ー
ル
ア
イ
テ
ム
と

し
て
も
活
用
で
き
る
。

　

石
塔
和
三
盆
は
積
ん
で
楽

し
め
る
よ
う
な
工
夫
も
さ
れ

て
お
り
、
食
べ
て
も
美
味
し

い
こ
と
で
好
評
。
石
材
店
か

ら
お
施
主
へ
、
ま
た
お
寺
か

ら
檀
家
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
商

品
と
し
て
活
用
さ
れ
る
ケ
ー

ス
が
多
い
よ
う
だ
。
興
味
の

あ
る
方
は
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
を
。

◆
㈲
翼
石
材

ＴＥＬ
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石
塔
Ｔ
シ
ャ
ツ

石
塔
和
三
盆　

好
評
発
売
中
�

研修に参加した皆さん

石塔和三盆石塔Ｔシャツ

来
春
か
ら
１
名「
石
工
研
修
生
」募
集
中

愛
知
県
岡
崎
産
地　

㈱
小
林
秋
三
郎
商
店
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石材業界の後継者づくり
石工研修生募集

小林秋三郎商店株式
会社

◎研修期間＝中学卒は５年、高校卒は４年、大学卒は３年
◎三百年の伝統技術を有する石都岡崎の技能と商法を養成します。
◎職種＝墓石・記念碑・神社仏閣・モニュメント。
◎養成内容＝８時～ 17 時まで、休日及び給与は組合規定

に依る。各種保険あり、岡崎技術工学院入校制度あり。
　石材作業用各種免許取得あり。

代表取締役  小  林  敬  央
本店／〒444－0032　岡崎市門前町68　TEL0564－24－1117
工場／石の公園団地　TEL0564－22－1117　FAX24－1059

写真左より研修1年目の木下雄斗さん、ベテラン石工の石原
栄作さん、小林繁三郎会長、研修4年目の渡邉龍さん

研修生は墓石に関する一通りの技術を習得できる

小林繁三郎会長による指導のもと石工と
しての技術・心構えなどを学んでいく

各種加工設備が整う同社工場内にて

　

愛
知
県
岡
崎
産
地
に
お
い

て
創
業
１
０
０
年
の
歴
史
を

持
つ
㈱
小
林
秋
三
郎
商
店

（
代
表
取
締
役
＝
小
林
敬
央

氏
・
三
代
目
）
は
、
先
々
代

社
長
の
小
林
秋
三
郎
氏
が
、

明
治
の
終
わ
り
に
石
工
修
業

を
経
て
、
大
正
７
年
に
小
林

秋
三
郎
商
店
を
創
業
、
現
在

に
至
っ
て
い
る
。

　

初
代
の
後
を
継
い
だ
二
代

目
の
繁
三
郎
氏（
現
会
長
）は
、

工
場
を
岡
崎
市
稲
熊
町
の
石

の
公
園
団
地
内
に
設
置
。
岡

崎
産
の
石
材
を
は
じ
め
全
国

各
地
・
諸
外
国
の
石
材
を
加

工
、「
供
養
の
心
を
形
に
す

る
お
墓
づ
く
り
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
堅
実
に
業
績
を
伸
ば

し
て
き
た
。

　

同
社
の
展
示
場

は
「
お
墓
の
か
ん

の
ん
や
」
と
い
う

屋
号
で
、
岡
崎
の

本
店
、
安
城
市
、

蒲
郡
市
に
も
支
店

を
設
け
て
い
る
。

ま
た
、
同
社
で
は

仏
教
墓
塔
の
根
源
を
研

究
し
て
お
り
、
宗
旨
宗

派
に
則
っ
た
お
墓
づ
く

り
を
推
奨
。
お
施
主
か

ら
も
喜
ば
れ
て
い
る
と

い
う
。

　

同
社
で
は
若
手
の
石

工
育
成
に
も
継
続
的
に

力
を
注
い
で
い
る
。
同

社
の
石
工
養
成
研
修
シ
ス
テ

ム
は
、
石
工
と
し
て
の
基
本

技
能
、お
墓
の
宗
教
的
意
義
、

接
客
の
心
得
、
経
営
者
に
な

る
た
め
の
心
得
な
ど
を
積
極

的
に
指
導
。
岡
崎
技
術
工
学

院
へ
入
校
も
で
き
、
全
国
か

ら
集
ま
る
仲
間
と
友
情
を
育

み
な
が
ら
石
工
修
業
・
研
修

で
き
る
の
も
特
徴
。
こ
れ
ま

で
に
全
国
各
地
の
多
く
の
若

手
石
材
人
を
育
成
し
て
き
た
。

　

若
手
石
工
の
目
標
で
あ
る

「
技
能
五
輪
」

に
も
多
く
の
研

修
生
が
出
場
。

平
成
25
年
に
開
催
さ
れ
た
技

能
五
輪
国
際
大
会
（
ド
イ
ツ

・
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
会
）
に

同
社
で
修
業
し
た
本
翔
平
さ

ん
が
出
場
し
銀
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
た
ほ
か
、
昨
年
開
催
さ

れ
た
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
・

ア
ブ
ダ
ビ
大
会
に
も
同
社
で

修
業
し
た
浅
井
純
さ
ん
が
出

場
。
さ
ら
に
、
現
在
修
業
中

の
渡
邉
龍
さ
ん
も
二
年
連
続

で
技
能
五
輪
全
国
大
会
に
出

場
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い

る
な
ど
、
同
社
の
高
い
指
導

力
が
う
か
が
え
る
実
績
も
数

多
く
持
っ
て
い
る
。

　

同
社
で
は
現
在
、来
春（
四

月
）
入
社
の
石
工
研
修
生
を

１
名
募
集
し
て
い
る
。
興
味

の
あ
る
方
は
、
お
早
目
に
お

問
い
合
わ
せ
を
。
詳
し
い
内

容
は
左
記
広
告
に
て
掲
載
。

技
能
五
輪
で　

研
修
生
が
活
躍

一
刀
彫

検索一刀彫　ミマキ
バージョ

ンアップ

好評発
売中! 長 野 県 東 御 市 滋 野 乙 2182-3

（電話）0268-64-2377 （FAX）0268-64-2399

デジカメからも可能

追加彫り機能 益々充実!!

スキャナーによる取り込み

株式会社ミマキエンジニアリング  一刀彫グループ
①スキャナー読み込み ②画像に文字を合わせる ③お客様確認用

株式
会社

■浮金石・十万石青御影採掘加工販売

写真撮影：平成26年10月中旬

〒963-1152 福島県郡山市田村町細田字荒井186
TEL.024-955-3191 FAX.024-955-3194
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日
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石

浮
金
石

う
き
が
ね
い
し
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